
今回の研修会では、リモートを併用した昨
年と違い、参加者３５名全員が会場に集まる
ことができたほか、航空連合より７名の組合
役員の方にご参加いただきました。

研修会では、航空連合
が抱える問題点、ＪＲ連合
と共通する安全や政策活
動、政治活動についての
理解度を深めることができ

たと同時に、共に活動を行っている全国の仲間が集まる事によ
り、横の繋がりを感じることができた大変有意義な研修会となり
ました。

常任委員 仲田 幸平
ジェイアール四国バス 松山支店1   5         388

矢野・角南・三木・仲田・香西の５名で行ってまいりました！！



◆開講式・オリエンテーション・自己紹介

◆講義①  森安祐貴 産業政策局長

「ＪＲ連合の政策活動について」

◆講義②  相良夏樹 組織・政治局長

「ＪＲ連合の組織・政治課題について」

◆航空連合との意見交換

１日目は、開講式・オリエンテーション・自己紹介の後、森安産業政策局長より地方公共交通の現

状と課題、維持・活性化のために求められることについて、続いて相良組織・政治局長よりＪＲ連合

の組織課題や国会議員と連携した取り組み、ＪＲ労働界の組織情勢等について学びました。

その後、航空連合との意見交換会を実施！コロナ禍で直面している課題を、他の産別との意見交

換を経て再認識することで、私たちがなすべきこと、地域や政治との関わり、そして労働組合の必要

性などを学習しました。

◇意見交換会ではこのような意見が！

【組合活動をする上での悩み・・・若手の組合離れ、年休が足りない、取り組みをどう伝えるか】

【次代を担う役員の育成・・・相手との関係性をつくる世話役活動に取り組む、組合の取り組みを認

識してもらうため情報発信を積極的に、他職種との交流・視野が広がるといった魅力を伝える】

◆特別講義 荻山市朗 会長

「ＪＲ連合結成３０周年を超えて持続的成長を築くために」

◆グループディスカッション

「青年女性役員としての役割とは」

２日目はＪＲ連合荻山会長の特別講義からスタート。国鉄時代の失敗や国鉄改革の目的に触れ、

今後ＪＲ連合は何を求めていくべきかについて学びました。

講義後は「青年女性役員としての役割とは」をテーマに、「長く働き続けられる、魅力ある産業にす

るために必要なこと」、「青年女性役員として私にできること」についてディスカッションを行いました。

このディスカッションを通して、ＪＲ連合の必要性、青年女性役員の役割を再認識できました。

◇グループディスカッションではこのような意見が！

【長く働ける、魅力ある産業には何が必要か・・・仕事の達成感、賃金、地域に根差した経営】

【青女役員としてできること・・・SNS を活用して情報発信、若手の意見を集約して基本組織へ、周り

の組合員に楽しさを伝える、「明るく楽しく元気よく」が大事！】


